
越知町観光協会からのお知らせ

10月2日（土）～
「第28回越知町コスモスまつり」

広報広報

桐見川五味白石にある「鬼石垣」
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ま・ち・の・話・題

第
25
回
越
知
町
少
年
柔
道
錬
成
大
会

　
第
25
回
越
知
町
少
年
柔
道
錬
成

大
会
が
８
月
29
日
（
日
）
、
町
民

総
合
運
動
場
体
育
館
で
行
わ
れ
、

県
内
外
の
小
学
生
17
団
体
、
約
240

人
が
集
い
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
越
知
町
少
年
柔

道
部
の
藤
原
千
波
さ
ん
が
選
手
宣

誓
を
力
強
く
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
25
回
大
会
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
長
き
に
わ
た
り
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
る
関
係
者
と
チ
ー
ム

に
、
大
会
名
誉
会
長
の
越
知
町
長

か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　
越
知
町
少
年
柔
道
部
か
ら
は
、

14
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
に
参
加

し
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
ま
し
た
。
団
体
戦
女
子
高
学

年
の
部
で
は
、
越
知
Ａ
チ
ー
ム
が

見
事
、
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
今
大
会
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
関
係
者
、
保
護
者
の
皆
様
、

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
今
年
度
100
歳
を
迎
え
る
方
４
人

に
、
そ
の
長
寿
を
お
祝
い
す
る
た

め
に
厚
生
労
働
省
か
ら
祝
状
と
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
町
長
が
お
祝

い
に
伺
い
ま
し
た
。

　
お
元
気
な
方
ば
か
り
で
、
お
肌

の
ツ
ヤ
も
100
歳
と
は
思
え
ま
せ
ん

で
し
た
。

100
歳
お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す
！

　９月６日（月）、越知小学校体育館で夏休み作品展がありま

した。

　図画や習字や自由研究は壁に飾られました。

　工作や家庭科の作品などは、６つのテーブルに飾られまし

た。クラスごとに体育館に入っていき、見学しました（保護

者の皆様にもご案内しました）。何日もかけなければ仕上がら

なかっただろう作品、緻密で根気がいっただろう作品、また

アイデアいっぱいでクスッと笑ってしまう楽しい作品などが

並びました。「これは、どうやって作ったのだろう」と友達の

作品をまじまじと見つめる子どももいます。「これは僕のがで

え」と友達に自慢げに見せる子どももいます。一人で一生懸

命作り上げた作品も立派ですが、お家の人がかなり「協力」

した作品も、夏休みの作品らしくて微笑ましいものです。

　子どもの作品を見ていると、それぞれに心に残る夏休みが

あったのだなあと感じました。

越 知 小 学 校 夏　休　み　作　品　展
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　８月26日（木）、越知中学校パソコン教室で、横畠西部公民館内の方を対象にパソコン教室が開か

れました。主催は横畠西部公民館、後援は越知町教育委員会です。この教室は、横畠地域で平成22年

度末に情報通信環境の整備が完了し、パソコンによる高速インターネット通信が可能になることから、

パソコンを体験しようと開かれたものです。

　当日は、越知中学校３年生の女子２人もボランティアで指導に加わり、教員との３人で大人の方９

人にパソコンを体験していただきました。参加者の皆さんは、ほとんど触れたことのない方や、少し

はインターネットの経験のある方など、パソコン経験は違っていました。

　内容は、マウスのクリックやダブルクリック等の練習から始め、キーボードから住所と名前を打ち

込む練習を行いました。その後、インターネットで「虹色の里　横畠」や「越知町役場」のホームペ

ージを各自で検索しました。最後に住所や名前の入力練習を生かし、残暑見舞いのはがきを作りまし

た。午後２時から４時までの２時間の体験でしたが、一人ひとり印

刷を行い、自分で作った「はがき」を持ち帰ることができました。

越 知 中 学 校 生徒が地域へのボランティア

○地域の方へパソコン指導

　「梅ノ木川を昆虫が棲む川にしよう」と小学生が毎月、川を

きれいに清掃しています。小学生が清掃しやすいようにと「川

と山・ふるさと夢の会」が草刈りを行うために協力依頼があり

ました。９月５日の日曜日、午前８時～11時まで、越知中学校

生徒会執行部の呼びかけで集まった生徒５人と生徒会担当教員

１人の６人が、地域の方と一緒に草刈り作業を手伝いました。

○梅ノ木川の草刈り作業ボランティア



｜広報おち｜10月号｜4｜

情　報　広　場

　町に入った昨年度の一般会計の歳入は47億7,568万

円でした。その内訳は、国や県に頼った依存財源が

85.1％、町でまかなう自主財源が14.9％となっていま

す。

　歳入の約半分を占める地方交付税は前年度と比較

して1,232万円（0.6％）の増加となりましたが、国の

財政の動向によっては今後減額されることも想定さ

れます。

　歳入の大部分を依存財源に頼っている脆弱な財政

体質であることから、今後も町税などの自主財源の

確保に努めなければなりません。

　平成21年度に町が支出した一般会計の総額は46億

7,515万円でした。平成21年度決算額に比べて7億179

万円の大幅増加となりましたが、これは国の経済対

策による交付金事業を実施したことが大きな要因と

なっています。

　性質別に見ると、人件費・扶助費・公債費の「義

務的経費」は17億3,339万円で全体の37.1％、そのう

ち借金を返済する公債費は約8億円で全体の16.9％と

なっています。また道路や公共施設の建設などの経

費「投資的経費」は12億8,120万円で全体の27.4％、

そのうち普通建設事業費が前年度と比較して4億706

万円の増額の12億4,487万円となりました。

　各会計の決算額は左表のとおりです。

特別会計は特定の事業を行うために一

般会計と区分して設置されている会計

です。

　すべての会計で黒字決算となってい

ますが、特別会計の中には一般会計か

らの多額の収入によってまかなわれて

いる会計もあり、一般会計とともに、

健全な財政運営に努める必要がありま

す。

平成21年度決算状況および健全化判断比率等の公表
　平成21年度決算が一般会計をはじめとする11会計について、9月定例会で認定されました。
　一般会計の決算額は歳入が47億7,568万円、歳出が46億7,515万円で、決算収支は7,420万
円の黒字決算となりました。21年度は国の経済対策などにより、歳入歳出ともに前年度より約7億
円の大幅な増額となっています。その決算の概要および財政の状況についてお知らせします。

簡易水道
下水道
国民健康保険
老人保健
介護保険
後期高齢者医療
土地取得
蚕糸資料館
自然の森博物館

47 億 7,568 万円
3,193 万円

1億 8,151 万円
9億 969 万円
1,532 万円

9億 8,132 万円
9,995 万円
14 万円
26 万円

4,288 万円
5,039 万円

46 億 7,515 万円
3,187 万円

1億 8,142 万円
8億 5,062 万円
1,330 万円

9億 4,524 万円
9,853 万円
14 万円
20 万円

4,288 万円
4,768 万円

1億 53 万円
6万円
9万円

5,907 万円
202 万円
3,608 万円
142 万円

6万円

271 万円

70 億 8,907 万円 68 億 8,703 万円 2億 204 万円

会　　計　　名
一   般   会   計

歳入決算額 歳出決算額 差　引　額

企業会計（水道）

合　　　　　計

特
　
別
　
会
　
計

分担金および負担金
3,864 万円（0.8％）

使用料および手数料
3,679 万円（0.8％）

繰入金 3,562 万円
（0.8％）

繰越金等
1億 2,204 万円
（2.5％）

地方交付税
22億 340 万円
（46.1％）

依存財源
（85.1％）

歳入合計
47億
7,568 万円

歳出合計
46億
7,515 万円

国庫支出金
7億 4,051 万円
（15.5％）

県支出金
3億 9,728 万円
（8.3％）

地方債
5億 2,321 万円
（11.0％）

諸収入 6,524 万円
（1.4％）

その他 7,417 万円（1.5％）

繰出金
5億 5,003 万円
（11.8％）

人件費
8億 921 万円
（17.3％）

扶助費
1億 3,346 万円
（2.9％）

公債費
7億 9,072 万円
（16.9％）

普通建設事業費
12億 4,487 万円
（26.6％）災害復旧費

3,633 万円
（0.8％）

物件費
4億 6,210 万円
（9.9％）

補助費等
5億 7,426 万円
（12.3％）

投資的経費（27.4％）

町税
4億 7,621 万円
（10.0％）

自主財源
（14.9％）

交付金等
1億 3,674 万円
（2.8％）

そ
の
他
の
経
費

義
務
的
経
費

（35.5％）
（37.1％）
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一　般　会　計

簡易水道事業特別会計

下水道事業特別会計

45 億 1,633 万円

512 万円

14 億 2,154 万円

△2億 83 万円

1,758 万円

△1億 553 万円

43 億 1,550 万円

2,270 万円

13 億 1,601 万円

会　　計　　名 20 年度末残高 21 年度増減額 21 年度末残高

59 億 4,299 万円 △2億 8,878 万円 56 億 5,421 万円合　　　　　計

施設整備

地域福祉

中山間ふるさと水と土保全対策事業

ふるさとづくり

横倉山自然の森博物館事業

片岡進学

教育

蚕糸資料館事業

財政調整 

減　　債

4億 1,271 万円

4億 2,223 万円

9,979 万円

1億 9,456 万円

1,077 万円

5,698 万円

4,139 万円

74 万円

357 万円

5,123 万円

2,846 万円

1,349 万円

△3,328 万円

18 万円

4万円

△88 万円

△1,986 万円

4億 4,117 万円

4億 3,572 万円

6,651 万円

1億 9,474 万円

1,081 万円

5,610 万円

2,153 万円

74 万円

357 万円

5,123 万円

12 億 9,397 万円 △1,185 万円 12 億 8,212 万円

基　　金　　名 20 年度末現在高 21 年度増減額 21 年度末現在高

合　　　　　計

特

定

目

的

基

金

　基金は法律や条例に基づいて設置され、

特定の目的のために活用される「貯金」

です。

　普通会計では10の基金があり21年度末

現在高は12億8,212万円です。

　21年度は役場庁舎の耐震補強工事など

のために基金の取り崩しを行い、その合

計残高は1,185万円減少しましたが、財源

不足を補う財政調整基金と減債基金残高

は増額しました。

　財政健全化の取り組みもあり、基金を

一定額保つことができていますが、中期

的に見た場合は十分な額が確保されてい

るとはいえない現状です。

　自治体の財政破たんを未然に防ぐとともに、

悪化した団体に対して早期に健全化を促すこ

とを目的とした「地方公共団体の財政の健全

化に関する法律」が平成19年6月に制定され

ました。法により平成19年度決算から「財政

健全化判断比率」・「資金不足比率」につい

て監査委員が審査を行い、その意見を付けて

議会に報告し、かつ公表することが義務付け

られています。

　平成21年度決算に基づいて算定された「財

政健全化判断比率」・「資金不足比率」は左

表のとおりです。すべて早期健全化基準を下

回りましたが、越知町の財政が厳しい状態で

あることに変わりはありません。今後も数値

が悪化しないよう、安定した財政運営に努め

ていきます。

　21年度末の地方債残高は全体で56億

5,421万円あり、うち一般会計は43億

1,550万円となりました。その残高の推移

は平成11年度末からの10年間で約22億8

千万円解消しています。これは新たな借入金を抑制してきたこ

とや平成11年度から返済金の繰上償還を積極的に実行してきた

ことによるもので、平成21年度は1億760万円の繰上償還をしま

した。

　これらの地方債はその返済金の一部が地方交付税措置される

ものが多いですが、今後も借入金の抑制と繰上償還の実行の継

続により、地方債残高の減少に努めていきます。

健全化判断比率

実質赤字比率
普通会計の赤字から財政
運営の深刻度を見る比率

連結実質赤字比率
すべての会計の赤字から財
政運営の深刻度をみる比率

実質公債費比率
借金の返済額等の大きさから
財政への圧迫度をみる比率

将来負担比率
町が抱える負債額などから将
来財政への圧迫度をみる比率

20 年度

―
（△2.00%）

―
（△11.11%）

16.1％

51.9％

―
（△2.67%）

―
（△10.64%）

14.2％

43.6％

25.0％

350.00％

15.00％

20.00％

35.0％

20.00％

40.00％

21 年度 早期健全化基準 財政再生基準

資金不足比率

資金不足比率
企業会計の資金不足割合から
経営状況の深刻度をみる比率

20 年度

― ―

― ―

― ―

20.00％

下水道事業
特別会計

水道事業

簡易水道事業
特別会計

21 年度 経営健全化基準 会計名

※赤字が生じない場合は「－（該当なし）」で表示し、参考に黒字比率を（△）で示しています。

※資金不足が生じない場合は「－（該当なし）」で表示しています。

（億円）
70

65

60

55

50

45

40

平成11年度
66億202万円

平成16年度
58億6,814万円

平成21年度
43億1,550万円
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次の日程で総合健診および乳がん検診を実施します。
８月上旬に受診希望調査を送付していますが、申し込みはお済みでしょうか。
（申し込みされている方は、10月１日付で受診票を送っています。）
健診日が迫っています！お済みでない方は、保健福祉センターまでご連絡をお願いします。

10月 14日（木）

10月 15日（金）

10月 17日（日）

10月 18日（月）

10月 19日（火）

保健福祉センター
特定健診・健康診査、肺がん検診、胃がん
検診、大腸がん検診、前立腺がん検診

特定健診・健康診査、肺がん検診、胃がん
検診、大腸がん検診、前立腺がん検診、子
宮がん検診

保健福祉センター

実施日 実施場所 実施する健（検）診の種類

総合健診のお知らせ

　日本脳炎予防接種におきましては、平成17年５月30日より積極的な接種勧奨を差し控えていま
したが、平成21年６月２日より新ワクチン「乾燥細胞培養日本脳炎ワクチン」での接種が開始さ
れています。
　開始当初は、安全性の面から積極的な勧奨を差し控えていましたが、厚生労働省より、第１期
の日本脳炎予防接種において、勧奨差し控えによる未接種者に対する対応について、次のとおり
通知がありましたので、ご検討ください。（なお、ワクチンの供給量に限りがあることなどから、
勧奨差し控えによる未接種者に対しまして、積極的な勧奨は行っておりません。）

日本脳炎予防接種について

　今年度は、特定健診および肺がん検診のひろい健診を次の日程で行います。上記の日程で総
合健診を受診できなかった方は受診してください。ただし、がん検診は、肺がん検診以外は実
施しませんので、胃がん検診等受診されたい方は、上記の日程で受診してください。

◆お申し込み・お問い合わせ先　越知町保健福祉センター　ＴＥＬ２６－３２１１

◆お問い合わせ先　越知町保健福祉センター　ＴＥＬ２６－３２１１

12月  5 日（日）

12月  6 日（月）
保健福祉センター

実施日 実施場所

12月 12日（日）

12月 13日（月）

12月 14日（火）

保健福祉センター

実施日 実施場所

情　報　広　場

があります。

10月に健診が
受けられない方は…

日
本
脳
炎
予
防
接
種

9歳～13歳未満の未接種者に対する接種措置

8
歳

9
歳

10
歳

11
歳

12
歳

13
歳

回数：第１期３回＝１期初回を２回、
　　　　　　　　　１期追加を１回
　※接種は、未接種の日本脳炎第１期に限る

公費接種可能期間：13歳の誕生日の前々日まで

（1期初回）（1期追加）
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「
こ
こ
ろ
」の

　
　
　 

相
談
会

　
こ
こ
ろ
は
い
つ
で
も
元
気
と
い

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
精
神

科
医
を
相
談
医
と
し
て
お
迎
え
し
、

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
認
知
症
や

う
つ
病
等
の
悩
み
を
抱
え
た
方
の

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
対
象
者

の
ご
家
族
、
支
援
す
る
関
係
者
の

ご
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

　
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
事
前

申
し
込
み
が
必
要
で
す
の
で
、
次

の
申
込
先
へ
電
話
に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　
10
月
20
日
（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
〜

【
場
所
】

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
相
談
医
】

　
精
神
科
医
　
山
本
　
裕
水
　
氏

【
相
談
料
】

　
無
料

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
担
当
　
大
﨑
・
矢
野

　
T
E
L
　
２
６

－

１
１
８
７

　こちらは、越知町食生活改善推進協議会です。‘食生活改善推進員’とは、専門的な資格を

もった指導者ではありませんが、健康づくりにつながる食生活を支援するという目的で地域奉

仕活動を行っている団体です。

　この度「高血圧予防のための講習会」を行います。高血圧は、最も身近な生活習慣病の一つ

で、さまざまな病気の原因となっています。高血圧を正しく理解し、生活習慣や食事バランス

について一緒に学んでみませんか。興味のある方、また勉強してみたい方は、次のとおり講習

会を開催しますので、ぜひご参加ください。

【場　　　　 所】　保健福祉センター　２階　検診室

【対　  象  　者】　越知町に在住する一般成人の方

【参　  加  　費】　無料

【持ってくる物】　筆記用具・エプロン・三角巾

【申  込  期  限】　10月20日（水）

◆お申し込み・お問い合わせ先　越知町保健福祉センター内　越知町食生活改善推進協議会事務局

　ＴＥＬ２６－３２１１

「高血圧予防のための講習会」へ参加しませんか？

日　　　時 内　　　容

１

　

日

　

目

2

　

日

　

目

受付
開始
　高血圧とは
　肥満予防
　高血圧予防の食事つくり
　調理実習
　運動習慣を身につけよう
　日常生活の工夫
終了

１０月２９日（金）

９：００～
９：３０～

１０：３０～

１３：００～

１４：００～

受付
開始
　「メタボリックシンドローム
　　　　　　　　　　　予防について」
　　　　　　　　　（保健師による講演）
　調理実習
　アンケート
終了

１１月　５日（金）

９：３０～
１０：００～

１１：００～

１３：００～



　
こ
の
「
浄
化
槽
の
日
」
は
、
浄

化
槽
の
設
置
や
管
理
方
法
等
に
つ

い
て
定
め
て
い
る
浄
化
槽
法
が
昭

和
60
年
10
月
1
日
に
全
面
施
行
さ

れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
制
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
合
併
処
理
浄
化
槽
は
ト
イ
レ
の

水
洗
化
で
快
適
な
生
活
が
楽
し
め

る
だ
け
で
な
く
、
き
れ
い
な
水
を

川
な
ど
の
自
然
に
帰
し
、
美
し
く

豊
か
な
自
然
を
守
り
ま
す
。
平
成

13
年
４
月
か
ら
は
、
単
独
処
理
浄

化
槽
の
新
設
が
原
則
禁
止
さ
れ
、

地
球
に
や
さ
し
い
合
併
処
理
浄
化

槽
の
設
置
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
浄
化
槽
は
下
水
道
と
同
程
度
の

汚
水
処
理
性
能
を
持
つ
も
の
で
す

が
、
正
し
い
使
い
方
と
適
正
な
維

持
管
理
が
な
さ
れ
な
い
と
、
本
来

の
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
促
進

を
図
り
、
保
守
点
検
・
清
掃
・
法

定
検
査
を
き
ち
ん
と
行
っ
て
、
高

知
県
の
美
し
い
自
然
を
み
ん
な
で

守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

○
保
守
点
検
は
定
期
的
に
行
う
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

専
門
的
知
識
を
持
つ
資
格
の
あ

る
業
者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

【
町
内
の
登
録
業
者
】

・
㈱
越
知
清
掃
設
備

　
T
E
L
2
6

－

1
2
6
3

・
㈲
高
吾
北
衛
生
社

　
T
E
L
2
6

－

1
0
5
3

○
清
掃
は
年
１
回
以
上
の
実
施
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
高

吾
北
広
域
事
務
組
合
長
の
許
可

を
受
け
た
業
者
に
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

【
町
内
の
許
可
業
者
】

・
越
知
衛
生
㈲

　
T
E
L
2
6

－

0
5
9
1
　

・
㈱
越
知
清
掃
設
備

　
T
E
L
2
6

－

1
2
6
3

・
㈲
高
吾
北
衛
生
社

　
T
E
L
2
6

－

1
0
5
3
　

○
法
定
検
査
は
、
浄
化
槽
の
機
能

が
十
分
発
揮
さ
れ
て
い
る
か
確

認
す
る
大
変
重
要
な
検
査
で
す
。

年
１
回
必
ず
高
知
県
環
境
検
査

セ
ン
タ
ー
（
T
E
L
０
８
８

－

８
６
０

－

２
４
０
０
）
で
受
け

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
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10
月
１
日
は
「
浄
化
槽
の
日
」

新
規
採
用
職
員

紹
介

一
般
廃
棄
物
の
収
集
お
よ
び

運
搬
業
務
委
託
の
指
名
競
争
入
札

　
次
の
委
託
業
務
を
指
名
競
争
入

札
し
ま
す
の
で
参
加
を
希
望
す
る

者
は
、
次
の
要
領
に
よ
り
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

○
委
託
業
務
内
容

【
委
託
業
務
名
】

　
一
般
廃
棄
物
の
収
集
お
よ
び
運

搬
業
務
委
託
（
市
街
地
周
辺
他
）

【
委
託
期
間
】

　
平
成
23
年
1
月
1
日
か
ら

　
平
成
26
年
12
月
31
日
ま
で

【
委
託
区
域
】

　
小
舟
・
1
区
か
ら
13
区
、
14
区
、

宮
地
上
、
宮
地
下
、
柴
尾
、
今
成

の
区
域
を
除
く
区
域

※
た
だ
し
、
松
坂
を
含
む

【
委
託
内
容
】

　
委
託
区
域
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
等
か
ら
高
吾
北
清
掃
セ
ン
タ
ー

へ
一
般
廃
棄
物
の
収
集
運
搬

○
参
加
資
格

・
本
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る

者
で
あ
る
こ
と

・
同
居
す
る
家
族
全
員
が
既
に
納

期
の
到
来
し
た
町
税
（
国
民
健

康
保
険
税
を
含
む
）
等
を
完
納

し
て
い
る
こ
と

・
可
燃
物
の
収
集
運
搬
業
務
は
、

パ
ッ
カ
ー
車
で
行
う
こ
と

・
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
22

年
政
令
第
16
号
）
第
167
条
の
11

の
規
定
に
よ
る
こ
と

・
廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
（
昭
和
45
年
法
律

第
137
号
）
第
6
条
の
2
お
よ
び

同
法
施
行
令
第
4
条
が
規
定
す

る
委
託
基
準
に
合
致
す
る
者
で

あ
る
こ
と
。

○
入
札
参
加
希
望
者
の
提
出
書
類

・
一
般
廃
棄
物
の
収
集
お
よ
び
運

搬
業
務
委
託
指
名
申
請
書

・
納
税
証
明
請
求
書
兼
証
明
書

・
水
道
使
用
料
等
完
納
証
明
願
兼

証
明
書

○
提
出
書
類
の
受
付
方
法

　
次
の
提
出
場
所
に
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

【
提
出
期
限
】

　
10
月
27
日
（
水
）
午
後
５
時
15
分

【
場
所
】

　
環
境
水
道
課
　
　

【
そ
の
他
】

　
提
出
書
類
の
作
成
に
か
か
る
費

用
は
申
請
者
の
負
担
と
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
環
境
水
道
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

１
１
１
４

井上弘章

　
９
月
か
ら
越
知
町
役
場
に
採
用

と
な
り
ま
し
た
井
上
弘
章
で
す
。

住
民
課
の
窓
口
で
勤
務
し
て
い
ま

す
。

　
出
身
は
仁
淀
川
町
で
す
が
、
越

知
町
は
母
の
故
郷
で
あ
り
、
祖
父

母
も
暮
ら
し
て
い
る
の
で
幼
い
こ

ろ
か
ら
慣
れ
親
し
ん
だ
町
で
す
。

　
行
政
で
の
仕
事
は
初
め
て
の
経

験
で
あ
り
、
勉
強
す
る
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
住
民
の
皆

様
に
信
頼
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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現
在
、
本
町
で
は
、
老
朽
化
し

た
防
災
行
政
無
線
を
最
新
の
デ
ジ

タ
ル
防
災
行
政
無
線
に
更
新
す
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
新
し
い
屋
外
子
局
（
ス

ピ
ー
カ
ー
付
き
の
柱
）
を
建
て
る

場
所
は
、
防
災
上
の
理
由
か
ら
も
、

可
能
な
限
り
、
地
区
の
集
会
所
・

公
民
館
や
公
道
な
ど
の
公
共
施
設

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
秋
か
ら

年
内
い
っ
ぱ
い
ま
で
の
期
間
、
各

地
区
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
電
波

の
受
信
状
況
調
査
を
町
が
委
託
し

た
企
業
が
行
い
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

【
電
波
調
査
の
委
託
先
】

株
式
会
社
ア
イ
・
テ
ィ
ー
・
シ
ー

高
松
市
上
林
町
３
０
９
番
地
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
７

－

８
６
４

－

８
１
３
３

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
消
防
防
災
係

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

１
１
１
１

越
知
町
防
災
行
政
無
線
の

電
波
調
査
を
実
施
し
ま
す

薬物乱用とは…
　医薬品を本来の目的から逸脱した用法や用量あるいは目的のもとに使用することや、不正薬
物を使用することです。医薬品でも、遊びや快感を求めるために使用した場合は、たとえ一回
の使用でも乱用です。

麻薬・覚せい剤の種類および別名…

乱用すると…
　薬物を使用し続けると、様々な問題を生み出します。

乱用を防止するために…
・薬物乱用の恐ろしさの知識を身につける。
・甘い誘いに対しても「ダメ。ゼッタイ」と断る。
・医師が処方した薬や薬局等で市販されている薬以外は
　使用しない。用法と用量を守る。
・１人で悩まないで相談しましょう。

◆お問い合わせ先　中央西薬物乱用防止推進協議会・中央西福祉保健所　TEL22－2588

10月・11月は、麻薬・覚せい剤乱用防止運動月間です

麻　　薬

MDMA（エクスタシー、バツ）=錠剤型の合成麻薬
ヘロイン（ペー、チャイナホワイト）
コカイン（コーク、スノウ）
LSD　  （エル、アシッド）

エス、スピード、アイス覚せい剤

家族の問題
対人関係の問題

社会生活上の問題

社会全体の問題健康の問題

・家庭機能の障害
・家庭内暴力
・家族の心身の健康

・身体的障害
・精神障害
・性格の変化

・汚物汚染
・犯罪、事故の増加
・治安の悪化

・職業能力の低下
・怠業、怠学
・失業、退学
・借金

・けんかをおこしやすく、
　友人知人から離れ孤立
・薬物乱用仲間の形成



　„
健
診
前
に
お
腹
を
引
っ
込
め

よ
う
作
戦“
（
平
成
22
年
度
男
の

脱
メ
タ
ボ
教
室
）
を
実
施
し
て

　
今
年
は
、
７
月
25
日
（
日
）
と

８
月
29
日
（
日
）
に
行
い
ま
し
た
、

教
室
の
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
ま
ず
、
今
年
の
10
月
の
総
合
健

診
を
受
け
る
前
に
、
お
腹
周
り
が

気
に
な
る
男
性
を
７
月
の
広
報
で

募
集
を
し
ま
し
た
。
申
し
込
み
さ

れ
た
男
性
の
皆
さ
ん
は
、
関
心
が

あ
る
方
ば
か
り
で
、
初
日
か
ら
や

る
気
を
感
じ
ま
し
た
。

　
教
室
は
、
健
康
運
動
指
導
士
さ

ん
を
お
招
き
し
、
指
導
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
効
果
的
に
や
せ
る
体
操
な
ど
を

教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
１
日
10
分
で
月
３
㎝
お
腹

が
引
っ
込
む
筋
ト
レ
な
ど
を
一
緒

に
行
い
ま
し
た
。

　
次
回
の
教
室
開
催
ま
で
は
、
時

間
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
自
身
で

実
行
し
て
い
た
だ
く
よ
う
話
し
ま

し
た
。

　
そ
の
結
果
、
一
カ
月
後
に
皆
さ

ん
に
変
化
が
表
れ
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
方
の
感
想
を
こ
こ
で
、

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

「
平
成
22
年
度
脱
メ
タ
ボ
教
室
」

に
参
加
し
て
　

　
　
　
　
　
　
　
　  

池
　
裕
生

 

「
健
診
前
に
お
腹
を
引
っ
込
め
よ

う
作
戦
」
が
広
報
「
お
ち
」
に
載

っ
た
の
は
７
月
号
で
し
た
。
早
速

に
申
し
込
み
、
第
１
回
に
参
加
し

ま
し
た
。
そ
の
成
果
に
自
信
も
な

く
、
第
２
回
に
参
加
し
ま
し
た
。

測
定
を
実
施
し
て
み
ま
し
た
ら
、

そ
の
結
果
が
な
ん
と
、
メ
タ
ボ
か

ら
脱
出
し
て
い
た
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　
測
定
種
目
は
、
「
現
在
の
カ
ラ

ダ
の
中
身
」
と
い
う
こ
と
で
、
体

重
・
体
脂
肪
率
・
腹
囲
で
す
。
　

　
私
の
体
重
は
、
74.5
㎏
か
ら
74.9
㎏

に
増
え
て
い
ま
し
た
が
、
体
脂
肪

率
は
、
47.1
％
か
ら
25.2
％
に
減
り
、

腹
囲
は
、
92.0
㎝
か
ら
84.7
㎝
へ
と
減

っ
て
い
た
の
で
す
。

　
成
功
の
要
因
は
、
一
つ
、
「
そ

れ
は
良
い
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、

健
康
運
動
指
導
士
の
資
格
を
持
っ

た
先
生
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
だ
っ

た
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
が
実
施
し
た
の
は
、
先
生
か

ら
教
え
ら
れ
た
と
お
り
に
、
こ
の
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保
健
師
だ
よ
り

一
カ
月
間
、
「
正
し
い
姿
勢
で
」
、

「
早
足
で
」
、
「
お
腹
を
へ
こ
ま

せ
て
」
、
「
30
分
間
」
、
早
朝
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
を
継
続
し
た
こ
と
だ

け
で
し
た
。
10
月
中
旬
の
健
診
ま

で
こ
れ
を
続
け
、
メ
タ
ボ
か
ら
完

全
脱
出
し
た
い
も
の
だ
と
心
に
決

め
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
健
診
前
に
池
さ

ん
の
よ
う
に
、
日
ご
ろ
の
生
活
に

筋
ト
レ
や
軽
運
動
や
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
取
り
入
れ
て
お
腹
を
引
っ
込

め
て
み
ま
せ
ん
か
。
歩
く
と
体
脂

肪
率
が
下
が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
身

近
な
場
所
で
、
１
日
30
分
早
足
で

歩
く
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
越
知
町
で
は
、
10
月
、
12
月
に

国
保
特
定
健
診
を
行
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◆救急（病院紹介）のお問い合わせ先　高吾北消防署　TEL26－2111

　窒息時の応急処置を知っていれば、最悪の事態を回避できる可能性がグッと高まります。今
回は、「誤嚥（ごえん）」による窒息事故の対処法などについて紹介します。

背部叩打法（はいぶこうだほう）※意識のある人に対して行います。
①ものを詰まらせた人（以下「傷病者」といいます）が立っている、または座っている場合は、
やや後方から片手で傷病者の胸もしくは下あごを支えて、うつむかせます（傷病者が倒れて
いる場合は、傷病者を手前に引き起こして横向きにし、自分の足で傷病者の胸を支えます。
片手で傷病者の顔を支えます）。 
②もう片方の手の付け根で、傷病者の肩甲骨と肩甲骨の間を強く、迅速に叩きます。 
③口の中を見て餅などが出てきたら取り除きます。

窒息事故を防ごう！

立っている時 倒れている時

協会では、反射タスキや反射材つ
きのシューズ等を販売しています。
警察署内の『交通安全コーナー』
に展示していますので、ご覧にな
ってください。
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協会では、反射タスキや反射材つ協会では、反射タスキや反射材つ
きのシューズ等を販売しています。きのシューズ等を販売しています。
警察署内の『交通安全コーナー』警察署内の『交通安全コーナー』
に展示していますので、ご覧になに展示していますので、ご覧にな
ってください。ってください。

協会では、反射タスキや反射材つ
きのシューズ等を販売しています。
警察署内の『交通安全コーナー』
に展示していますので、ご覧にな
ってください。

　必要のないものを買ってしまった…そんな時にクーリング・オフを知っていれば、一定の期間内
であればですが、契約を解除することができます。

　クーリング・オフはいつでもできるものではありません。限られた期間内に手続きをする必要
があります。
　契約の書面を受け取った日から電話勧誘・訪問販売は８日間となっています。
※通信販売は、クーリング・オフの対象になっていません。
　利用する場合には、「返品制度の有無」についての記載義務がありますので、利用前に確認し
ておきましょう。

　これらも訪問販売とみなされて、クーリング・オフの対象になります。

『キャッチセールス』…街頭などで声をかけ事務所や店舗などに誘い、商品の販売やサービス
の契約を促すもの

『催眠商法』…特設会場などで初めは無料で景品を配り、格安の商品から売り、次第に高額な
商品を売りつけるもの

交差点の手前で前車に追突!

右方からの横断歩行者と衝突!

いつもの交差点で出合い頭に衝突!

とび出してきた自転車と出合い頭に衝突!

右折時、直進バイクと衝突

○クーリング・オフをすれば？
・支払ったお金はすべて返金されます。
・商品を受け取っている時は、販売会社の負担で引き取ってもらえます。
・商品は使っていても、消耗品（化粧品・健康食品等）以外は返品することができます。

○クーリング・オフできるのは？
　電話勧誘や訪問販売などで契約した時にできます。



｜広報おち｜10月号｜12｜

◀募集・案内▶

越
知
幼
稚
園

運
動
会

す
て
き
な

お
母
さ
ん
講
座

　
暑
さ
も
和
ら
ぎ
、
過
ご
し
や
す

い
季
節
に
な
り
ま
し
た
ね
。
今
月

も
『
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
』
へ
ぜ
ひ

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

☆
10
月
の
予
定
☆

　（
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
）

◎
６
日
（
水
）

運
動
会
ご
っ
こ

（
雨
天
時
、
室
内
）

◎
14
日
（
木
）

エ
コ
バ
ッ
グ
を
作
ろ
う
　

※
文
化
展
用
に
絵
を
描
い
た
り
、

手
型
と
り
も
し
ま
す
。

◎
22
日
（
金
）

誕
生
会
を
楽
し
も
う

【
時
間
】

午
前
９
時
30
分
〜

【
場
所
】

越
知
保
育
園

運
動
会
の
ご
案
内

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

保
育
園
の
運
動
会
に
一
緒
に
参
加

し
て
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
気
軽
に
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
！

【
日
時
】

10
月
２
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
〜

※
お
み
や
げ
も
あ
る
よ
。

【
場
所
】

　
町
民
会
館
多
目
的
運
動
広
場

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
越
知
保
育
園

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
担
当
　
藤
原
・
井
上

　
T
E
L
２
６－

２
１
４
１

越
知
保
育
園
内

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

　
秋
晴
れ
の
日
は
、
思
い
切
り
深

呼
吸
し
た
く
な
る
ぐ
ら
い
気
持
ち

が
い
い
で
す
ね
。

　
幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち
も
園
庭

に
出
て
運
動
会
の
練
習
を
し
た
り
、

秋
の
草
花
や
虫
を
探
し
た
り
と
、

毎
日
元
気
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
い
ま

す
。

　
今
月
は
運
動
会
が
あ
り
ま
す
。

小
さ
い
お
友
達
も
参
加
で
き
る
種

目
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
お

い
で
く
だ
さ
い
。
待
っ
て
い
ま
す
。

【
日
時
】

10
月
３
日
（
日
）

午
前
９
時
〜

【
場
所
】

越
知
幼
稚
園
園
庭

※
雨
天
の
場
合
は
町
民
会
館
多

目
的
運
動
場

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
越
知
幼
稚
園

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
2
6－

１
１
０
７

○
講
演
会

　
高
知
県
初
上
陸
！

「
あ
な
た
は
子
育
て
の
本
質
を
理

解
し
て
い
ま
す
か
？
」

　
　
　
講
師
　
横
峯
　
吉
文
　
氏

　
何
度
も
テ
レ
ビ
放
送
さ
れ
た
奇

跡
の
幼
児
教
育
「
ヨ
コ
ミ
ネ
式
」
。

全
国
的
に
話
題
と
な
り
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
と
し
て
採
用
す
る
保
育

園
・
幼
稚
園
が
急
増
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
ゴ
ル
フ
ァ
ー
横
峯
さ
く

ら
の
伯
父
。

【
日
時
】

　
10
月
６
日
（
水
）
午
後
７
時
〜

【
場
所
】

　
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル

○
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
講
座

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
＆
マ
ナ
ー
」

　
　
　
　
　
講
師
　
村
上
　
瞳
氏

　
他
人
と
の
適
切
な
接
し
方
と
洗

練
さ
れ
た
マ
ナ
ー
は
、
す
て
き
な

お
母
さ
ん
の
必
須
ア
イ
テ
ム
で

す
！

【
日
時
】

　
10
月
９
日
（
土
）
午
後
１
時
〜

※
い
ず
れ
も
託
児
所
付
き
＆
無
料

※
講
演
会
は
町
民
の
皆
さ
ん
が
対

象
で
す
。

※
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
講
座
は
原
則
、

保
・
幼
・
小
・
中
の
お
母
さ
ん

が
対
象
で
す
。

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
　
河
添
･
前
田

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

３
４
０
０
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母
子
家
庭
の

お
母
さ
ん
へ

無
料
就
業
相
談

を
行
い
ま
す

　
子
育
て
中
の
親
子
の
方
を
対
象

に
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
お
母

さ
ん
方
一
緒
に
運
動
し
ま
し
ょ
う
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
多
数
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
日
時
】
　

10
月
26
日
（
火
）

午
後
１
時
〜
３
時
半

【
実
施
場
所
】

　
町
民
総
合
運
動
場
体
育
館

【
内
容
】

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

【
持
参
す
る
も
の
】

　
動
き
や
す
い
服
装
、
体
育
館
シ

ュ
ー
ズ
、
計
測
さ
れ
る
方
は
母
子

健
康
手
帳
。
お
茶
等
は
、
各
自
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
参
加
希
望
の
方
は
、
10
月
25
日

（
月
）
ま
で
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
越
知
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６－

３
２
１
１

　
就
職
し
た
い
、
転
職
し
た
い
、

資
格
を
取
り
た
い
な
ど
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

【
日
時
】
　

　
11
月
19
日
（
金
）

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

【
場
所
】

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
会
議
室

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
無
料
職
業
紹
介
所

T
E
L
0
8
8

－

8
7
5

－

2
5
0
0

母
子
保
健

事
業

　
国
の
仕
事
や
サ
ー
ビ
ス
で
困
っ

て
い
る
こ
と
、
分
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
総
務
省
の
行

政
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
総
務
省
で
は
、
多
く
の
方
々
に

行
政
相
談
を
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
毎
年
10
月
に
「
行
政
相
談

週
間
」
を
設
け
、
各
種
の
行
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
越
知
町
で
も
、
次
の
と
お
り
、

総
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
た
行
政

相
談
委
員
が
「
一
日
行
政
相
談

所
」
（
無
料
・
秘
密
厳
守
）
を
開

設
し
ま
す
。
困
り
ご
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

【
日
時
】
　

　
10
月
29
日
（
金
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

【
場
所
】

　
越
知
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
行
政
相
談
委
員
】

　
大
原
竹
子

【
職
種
・
人
数
】

　
介
護
職
４
人
程
度

　
消
防
職
若
干
名

【
待
遇
】

　
組
合
条
例
に
よ
る

【
受
験
資
格
】

　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

●
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

す
る
方

●
応
募
時
に
関
係
3
町
（
佐
川

町
、
越
知
町
、
仁
淀
川
町
）

に
住
民
登
録
し
て
い
る
方
、

ま
た
は
採
用
後
に
住
民
登
録

す
る
方

●
介
護
職
　

　
昭
和
50
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

●
消
防
職

　
昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

高
吾
北
広
域

町
村
事
務
組
合

　
　
職
員
募
集

ご
利
用
く
だ
さ
い

「
一
日
行
政
相
談
所
」

【
受
付
期
間
】

　
10
月
8
日
〜
10
月
20
日

【
そ
の
他
】

　
組
合
事
務
局
ま
た
は
役
場
で
試

験
実
施
要
領
と
受
験
願
書
を
受
け

取
り
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
町
越
知
甲
２
１
２
９
番
地
７

高
吾
北
広
域
町
村
事
務
組
合

（
サ
ン
プ
ラ
ザ
越
知
店
前
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

２
１
２
１
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“おらんく球団”

高知ファイティングドッグス情報　　vol,5

町民総合運動場近くの畑でニラの収穫

試合日

10月 2日（土）

10月 3日（日）

10月 9日（土）

10月10日（日）

10月11日（月）

球　　場

後期優勝または年間勝率2位チームのホーム

〃

レグザムスタジアム(香川県)

〃

〃

第1戦

第2戦

第3戦

第4戦

第5戦

『高知ファイティングドッグスサマーキャンプ2010ｉｎ越知町』開催！！

香美市少年野球チームが「越知バッファロー」と交流試合！

リーグチャンピオンシップの開催日程

町民会館で選手を交えてゲームや流しそうめんを楽しみました

球団バス「ファン感謝号」

　８月２７、２８日にかけて、県内の小中学生を対象とした高知ファイティングドッグス
（以下高知ＦＤ）のサマーキャンプが越知町内で行われました。
　県内各地から集まった約３０名がニラの収穫体験や「越知ドッグス田」にかかしを立て
たり、仁淀川での川遊びなどを楽しみました。収穫したニラは翌日の朝食でニラ豚として

食卓に並び、はじめはニラは嫌いだと言っていた
子どもたちも何皿もおかわりをするなど、自分た
ちで収穫した野菜の味は格別だったようです。

©S.M.E

　高知ＦＤは、県内の少年野球チームを球団バス「ファン感謝号」で
迎えに行き、ホームグラウンドである越知町民総合運動場で野球教
室を行う取り組みを始めました。
　この日は香美市の「土佐山田ジュニアーズ」と「舟入ファイター
ズ」の２チームが招待され、午前中は越知町の少年野球チーム「越
知バッファロー」を交えた３チームが選手か
ら指導を受け、午後は練習試合を行い交流を
深めました。

※四国・九州アイランドリーグ
では公式戦終了後に前期優
勝の香川オリーブガイナー
ズと後期優勝チーム（後期
優勝が香川の場合は年間勝
率２位チーム）でリーグチャ
ンピオンシップを戦い年間
王座を決定します。
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ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
〜
。
日
本

も
韓
国
も
今
年
の
夏
は
例
年
に
な

い
ほ
ど
暑
か
っ
た
み
た
い
で
す
ね
。

９
月
に
入
っ
て
も
続
い
た
暑
さ
も

や
っ
と
お
さ
ま
っ
て
、
今
は
本
格

的
な
秋
の
香
り
が
感
じ
ら
れ
る
季

節
で
す
。

　
ま
ず
、
７
月
か
ら
の
韓
国
古
典

文
学
「
春
香
伝
」
の
紹
介
で
書
き

そ
び
れ
た
夏
の
近
況
を
少
々
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
♪

　
今
年
の
夏
に
初
め
て
、
A
L
T

の
L
i
s
a
ち
ゃ
ん
と
二
人
で
徳

島
の
阿
波
踊
り
を
見
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
高
知
の
よ
さ
こ
い
と
は

ま
た
一
味
違
う
迫
力
と
繊
細
さ
に
、

二
人
と
も
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
や

っ
ぱ
り
日
本
に
は
全
国
各
地
に
、

そ
の
地
方
な
ら
で
は
の
お
祭
り
が

あ
る
こ
と
が
、
た
だ
た
だ
す
ば
ら

し
い
こ
と
だ
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま

す
。
特
に
暑
さ
の
中
で
一
生
懸
命

に
頑
張
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の

姿
を
見
る
と
、
胸
が
熱
く
な
り
ま

し
た
。

  

　
阿
波
踊
り
か
ら
数
日
後
は
、
28

歳
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
女

性
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
め
で
た
く

も
な
い
年
だ
よ
！
と
同
じ
年
の
友

人
は
悲
し
そ
う
に
言
っ
て
い
ま
し

た
が
。（
笑
）
そ
れ
で
も
誕
生
日

は
や
っ
ぱ
り
楽
し
い
も
の
な
の
で
、

今
年
は「
お
め
で
と
う
わ
た
し
♪
」

の
気
分
を
込
め
て
、
自
分
で
韓
国

の
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
料
理
を
作

っ
て
み
ま
し
た
。
小
さ
い
こ
ろ
、

親
が
家
で
開
い
て
く
れ
る
子
ど
も

た
ち
の
誕
生
会
に
は
、「
ケ
ー
キ
」

と
「
キ
ム
パ
ブ
」、「
チ
ャ
プ
チ
ェ
」

は
定
番
で
し
た
も
の
。
何
だ
か
懐

か
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

 

　
こ
れ
は
、
去
年
の
韓
国
人
国
際

交
流
員
研
修
の
料
理
教
室
で
学
ん

だ
「
ご
ぼ
う
チ
ャ
プ
チ
ェ
」。
そ

の
レ
シ
ピ
を
内
緒
で
こ
っ
そ
り
公

開
し
ま
す
の
で
、
主
婦
の
み
な
さ

ん
今
晩
の
お
か
ず
に
い
か
が
で
し

ょ
う
か
♪

　
な
ん
と
、
ご
ぼ
う
を
食
べ
る
国

は
世
界
で
日
本
と
韓
国
だ
け
と
い

う
こ
と
、
み
な
さ
ん
は
ご
存
じ
で

し
た
か
？
体
に
も
良
く
て
日
本
人

の
口
に
も
よ
く
合
う
「
ご
ぼ
う
チ

ャ
プ
チ
ェ
」
を
紹
介
し
ま
す
！

　
普
通
の
チ
ャ
プ
チ
ェ
は
「
ダ
ン

ミ
ョ
ン
」と
い
う
韓
国
風
春
雨（
若

干
太
い
）
を
使
い
ま
す
が
、
手
に

入
る
方
は
そ
れ
で
、
な
か
っ
た
ら

普
通
の
春
雨
で
行
き
ま
し
ょ
う
♪

材
料
と
分
量

ご
ぼ
う
200
g
、

ご
ぼ
う
の
合
わ
せ
調
味
料

（
え
ご
ま
の
油
大
さ
じ
３
、
醤

油
大
さ
じ
２
、水
飴
大
さ
じ
１
）、

水
飴
大
さ
じ
１
、

春
雨
150
g
、

春
雨
の
合
わ
せ
調
味
料
（
し
ょ

う
ゆ
大
さ
じ
２
、
水
200
㏄
、
三

温
糖
大
さ
じ
２
）、

青
唐
辛
子
45
g
（
３
本
）、
赤

唐
辛
子
40
g
（
２
本
）、
黒
ご

ま
2
g
（
大
さ
じ
２
）、
食
用

油
大
さ
じ
１
、
ご
ま
油
大
さ
じ

１
、
こ
し
ょ
う
少
々

下
ご
し
ら
え

１
．
ご
ぼ
う
は
包
丁
の
背
で
皮
を

こ
そ
い
で
洗
い
、
長
さ
6
㎝
、

幅
・
厚
さ
0.2
㎝
く
ら
い
に
千

切
り
し
ま
す
。

２
．
青
、
赤
唐
辛
子
は
洗
っ
て
縦

に
半
分
に
切
り
、
種
を
取
っ

て
長
さ
5
㎝
、
幅
0.2
㎝
く
ら

い
に
千
切
り
し
ま
す
。

３
．
春
雨
は
沸
騰
さ
せ
て
柔
ら
か

く
な
っ
た
ら
長
さ
20
㎝
く
ら

い
に
切
っ
て
お
き
ま
す
。

作
り
方

１
．
フ
ラ
イ
パ
ン
を
熱
し
、
油
を

ひ
き
、
青
・
赤
唐
辛
子
を
そ

れ
ぞ
れ
20
秒
ほ
ど
炒
め
て
か

ら
冷
ま
し
ま
す
。

２
．
フ
ラ
イ
パ
ン
を
熱
し
、
え
ご

ま
の
油
を
ひ
き
、
ご
ぼ
う
を

炒
め
、
ご
ぼ
う
に
あ
る
程
度

火
が
通
っ
た
ら
ご
ぼ
う
の
合

わ
せ
調
味
料
を
入
れ
煮
詰
め

ま
す
。
味
が
染
み
込
ん
だ
と

こ
ろ
で
さ
ら
に
水
飴
大
さ
じ

１
を
入
れ
て
か
ら
め
ま
す
。

３
．
フ
ラ
イ
パ
ン
に
春
雨
の
合
わ

せ
調
味
料
を
入
れ
火
に
か
け
、

沸
い
た
ら
春
雨
を
入
れ
、
汁

が
な
く
な
る
ま
で
炒
め
ま
す
。

４
．
炒
め
た
春
雨
に
ご
ぼ
う
を
混

ぜ
、
少
し
冷
ま
し
て
か
ら
青
、

赤
唐
辛
子
と
黒
ご
ま
、
こ
し

ょ
う
、
ご
ま
油
を
加
え
和
え

る
と
完
成
！

　
こ
ん
な
に
お
い
し
い
ご
ぼ
う
チ
ャ

プ
チ
ェ
が
で
き
ち
ゃ
い
ま
す
よ
！

ソ
ン
　
　
ソ
ン
ジ
ョ
ン

国
際
交
流
協
会
か
ら
こ
ん
に
ち
は

ご
ぼ
う
で
お
い
し
い
チ
ャ
プ
チ
ェ
作
り
♥

国
際
交
流
員
　
孫
　
仙
正

おいしそうでしょう？

注意：ごぼうはすぐ
変色するので、酢に
漬けておいた方がい
いですよ！

今年新調の浴衣を着てテンション
上がっている外人さん二人（笑）
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博
物
館
だ
よ
り

月

　
　
中
秋
の
名
月
　
は
、
陰
暦
8
月

15
日
を
指
し
、
新
暦
で
は
9
月（
時
に

10
月
）
に
当
た
り
、
一
年
の
う
ち
で
最

も
月
が
美
し
い
。澄
ん
だ
夜
空
に
浮
か

ぶ
荒
涼
と
し
た
満
月
は
何
と
も
言
え

な
い
自
然
の
　
芸
術
　
で
、「
花
鳥
風

月
」と
言
わ
れ
る
よ
う
に
古
来
日
本
人

に
愛
さ
れ
て
き
た
。

　
地
球
か
ら
見
る
月
の
模
様
は
い
つ

も
同
じ
で
あ
る
が
、そ
れ
は
月
の
自
転

周
期
と
公
転
周
期
が
ほ
ぼ
同
じ
た
め

で
あ
る
。そ
の
た
め
、
月
は
い
つ
も
地

球
に
同
じ
面
を
向
け
て
い
て
、月
の
裏

側
を
地
球
か
ら
見
る
こ
と
は
な
い
。実

際
は
、表
と
裏
で
は
随
分
と
様
相
が
異

な
る
。表
は
白
っ
ぽ
い
　
高
地
　
の
部

分
と
黒
っ
ぽ
い
　
海
　
の
部
分
と
か

ら
成
り
、
後
者
は
月
表
面
の
約
３５
％

を
占
め
る
が
、
裏
側
は
ク
レ
ー
タ
ー
だ

ら
け
で
、ほ
と
ん
ど
　
海
　
の
部
分
が

な
い
。高
地
の
方
が
年
代
的
に
古
い
岩

石（
斜
長
岩
な
ど
の
火
成
岩
及
び
そ
れ

ら
が
破
壊
さ
れ
て
再
び
固
結
し
た
角

レ
キ
岩
）か
ら
で
き
て
い
る
。一
方
、
海

の
方
は
巨
大
隕
石
の
衝
突
で
で
き
た

ク
レ
ー
タ
ー
の
底
か
ら
玄
武
岩
質
マ

グ
マ（
溶
岩
）が
に
じ
み
出
し
た
た
め
、

正
に
海
の
よ
う
に
凹
凸
が
少
な
く
平

滑
で
あ
る
。そ
の
黒
っ
ぽ
い
海
の
部
分

は
、
日
本
で
は
、　
ウ
サ
ギ
が
杵
で
餅

を
つ
い
て
い
る
　
姿
に
例
え
ら
れ
て

き
た
。表
と
裏
で
ど
う
し
て
こ
の
よ
う

な
違
い
が
生
じ
る
か
と
い
う
疑
問
に

対
し
て
は
、裏
側
の
地
殻
の
厚
さ
が
よ

り
厚
く
、
そ
の
た
め
、
隕
石
が
衝
突
し

て
も
地
下
か
ら
マ
グ
マ
の
湧
出
が
な

か
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
月
の
成
因
説
に
は
い
く
つ
か
あ
る
。

最
も
有
力
な
の
が
「
巨
大
隕
石
衝
突

説
（
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
・
イ
ン
パ
ク
ト

説
）」。つ
ま
り
、
原
始
地
球
に
火
星
サ

イ
ズ
の
天
体
が
衝
突
し
、
そ
の
一
部

が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
宇
宙
空
間

に
飛
び
出
し
て
い
っ
て
月
に

な
っ
た
と
い
う
説
。他
に

「
兄
弟
説
」、「
衛
星
説
」
な

ど
が
あ
る
。後
者
は
、
地
球

が
あ
る
程
度
の
大
き
さ
に

達
し
た
時
、
引
力
圏
内
に

月
を
捕
獲
し
た
と
い
う
説
。

た
だ
し
、こ
れ
に
は
、衛
星
と
す

る
に
は
月
が
あ
ま
り
に
も
大
き
す

ぎ
る
と
い
う
意
見
も
あ
る
。月
の
年
齢

に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ポ
ロ

（
17
号
）
が
月
か
ら
持
ち
帰
っ
た
岩
石

の
中
に
、約
４５
億
５
０
０
０
万
年
前
と

い
う
年
代
を
示
す
も
の
が
あ
り
、そ
の

こ
ろ
誕
生
し
３５
億
年
前
ま
で
隕
石
な

ど
の
小
天
体
の
衝
突
が
盛
ん
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。つ
ま
り
、

月
は
地
球
と
ほ
ぼ
同
じ
年
齢
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

　
月
と
地
球
と
は
、
昔
は
も
っ
と
ず
っ

と
接
近
し
て
い
て
、
次
第
（
現
在
一
年

に
3.4
セ
ン
チ
）
に
遠
ざ
か
り
つ
つ
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。月
の
引
力
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
る
潮
の
満
ち
干
も
、

以
前
は
も
っ
と
大
き
か
っ
た
こ
と
に

な
る
。生
物
の
生
態
に
も
月
の
引
力
が

大
き
く
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。例
え
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
サ
ン

ゴ
が
夏
の
満
月
の
夜（
正
し
く
は
初
夏

の
満
月
の
一
日
遅
れ
も
し
く
は
一
週

間
以
内
）
に
産
卵
す
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
る
の
も
そ
の
一
つ
の
表
れ
で
あ

る
。ま
た
、
昔
か
ら
人
間
が
生
ま
れ
る

の
は
満
潮
の
時
、
死

ぬ
の
は
引
き
潮

の
時
と
言
わ

れ
る
の
も
意

味
が
あ
り

そ
う
だ
。目

に
は
見
え

な
い
月
の
引

力
が
地
球
上

の
生
物
に
い
ろ

ん
な
形
で
影
響
を

及
ぼ
し
て

い
る
よ
う
だ
。

　
そ
れ
に
し

て
も
、
月

は
何
故

あ
れ
ほ

ど
に
も

明
る
く

輝
く
の
だ

ろ
う
か
？

そ
れ
は
、
月
を

構
成
し
て
い
る
岩

石
に
原
因
が
あ
る
。先
述
の
よ
う
に
、

月
の
大
部
分
が
、斜
長
石
と
い
う
白
い

鉱
物
を
主
体
と
す
る
斜
長
岩
（
火
成

岩
）
か
ら
で
き
て
い
る
こ
と
と
、
加
え

て
そ
れ
に
よ
っ
て
太
陽
の
光
が
反
射

さ
れ
や
す
く
、そ
の
結
果
白
っ
ぽ
く
輝

く
こ
と
に
な
る
。満
月
の
夜
は
懐
中
電

灯
（
昔
な
ら
提
灯
）
が
な
く
て
も
物
が

見
え
、歩
く
の
に
も
不
自
由
し
な
い
ほ

ど
で
あ
る
。こ
れ
と
似
た
原
理
の
も
の

が
、京
都
の
銀
閣
寺（
慈
照
寺
）の
庭
園

に
あ
る
。「
銀
沙
灘
」・「
向
月
台
」と
呼

ば
れ
る
、
白
い
砂
を
盛
っ
た
江
戸
時
代

初
期
に
作
ら
れ
た
造
作
で
あ
る
。前
者

は
、中
国
抗
州
の
西
湖
を
模
し
て
造
ら

れ
た
と
い
う
砂
紋
で
、月
の
光
を
反
射

さ
せ
る
た
め
の
も
の
、
後
者
は
、
円
錐

台
形
状
に
砂
を
高
く
盛
っ
た
台
で
、こ

の
上
に
座
っ
て
東
山
（
月
待
山
）
に
上

る
月
を
待
っ
た
も
の
と
い
う
説
が
あ

る
。社
寺
の
庭
園
な
ど
に
よ
く
敷
き
詰

め
ら
れ
る
白
砂
は
、枯
山
水
の
場
合
は

水
を
表
す
た
め
の
も
の
で
あ
る
が
、同

時
に
太
陽
や
月
の
光
を
反
射
さ
せ
て

室
内
に
明
か
り
を
取
り
込
む
採
光

の
役
目
と
す
る
た
め
の
も
の
で

も
あ
る
よ
う
だ
。特
に
、
銀
閣

寺
を
は
じ
め
京
都
の
寺
院
で

使
わ
れ
て
い
る
白
砂
は
、「
白

川
砂
」
と
呼
ば
れ
る
花
コ
ウ

岩
が
細
か
く
砕
け
た
京
都
特

産
の
砂
の
一
つ
で
、
普
通
の
砂

に
比
べ
て
光
の
反
射
率
が
極
め

て
高
く
、
そ
れ
は
雪
の
反
射
率
と

ほ
ぼ
同
じ
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
満
月
は
、
月
の
満
ち
欠
け
の
度
合

を
表
す
月
齢
で
い
う
と
、
ほ
ぼ
「
１５
」

（
正
し
く
は
14.8
）に
当
た
り
、東
洋
の
思

想
か
ら
す
る
と
　
完
全
　
な
状
態
で

あ
る
。月
の
場
合
、　
完
全
　
の
前
後

は
　
不
完
全
　
と
い
う
こ
と
に
な
る

が
、「
不
足
の
美
」と
い
う
こ
と
ば
が
あ

る
よ
う
に
、
そ
れ
が
か
え
っ
て
良
か
っ

た
り
、
美
し
い
と
さ
れ
る
。石
庭
で
有

名
な
京
都
の
臨
済
宗
の
禅
寺
・
竜
安

寺
（
世
界
遺
産
）
の
石
組
は
全
部
で

「
１５
」あ
る
よ
う
だ
が
、ど
こ
か
ら
見
て

も
１
個
が
他
の
石
に
隠
れ
て
「
１４
」
し

か
見
え
な
い
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い

る
と
い
う
。こ
れ
も
禅
寺
な
ら
で
は
の

禅
の
思
想
な
の
で
あ
ろ
う
か
。確
か
に
、

人
間
も
　
頂
点
　
を
極
め
て
し
ま
う

と
、後
は
下
降
す
る
の
み
で
あ
る
。 

　
頂

点
　
を
極
め
る
ま
で
の
過
程
の
努
力

や
姿
が
美
し
い
。 

花
も
　
満
開
　
よ

り
も
、
生
命
力
の
感
じ
ら
れ
る
そ
の
一

歩
手
前
の
方
が
美
し
い
…
。

　
藤
原
氏
の
全
盛
時
代
を
現
出
し
た

藤
原
道
長
が
詠
ん
だ
有
名
な
和
歌
に
、

　
こ
の
世
を
ば

　
　
　
我
が
世
と
ぞ
思
ふ
望
月
の

　
欠
け
た
る
こ
と
も
な
し
と
思
へ
ば

と
い
う
の
が
あ
る
が
、平
安
時
代
中
〜

後
期
に
藤
原
氏
が
権
力
と
富
を
欲
し

い
ま
ま
に
し
、優
雅
な
文
化
を
築
き
上

げ
た
華
や
か
な
藤
原
時
代
も
や
が
て

終
わ
り
を
告
げ
る
こ
と
に
な
る
。

　
と
も
あ
れ
、こ
の
世
で
月
ほ
ど
美
し

い
も
の
は
な
い
と
つ
く
づ
く
思
う
。間

違
っ
て
も
月
面
に
人
類
の
宇
宙
基
地

な
ど
造
っ
て
ロ
マ
ン
を
崩
さ
な
い
で

欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

　

横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館

学
芸
員
　
安
井 

敏
夫

ぎ
ん
し
ゃ
な
だ

つ
き
ま
ち
や
ま

・   

・

せ
い 

こ

こ
う
げ
つ
だ
い

※
富
士
山
を
形
成
し
て
い
る
よ
う
な
粘
性

　
の
低
い
マ
グ
マ

表　側

裏　側

※
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松
山
街
道
（
十
）

大
原
　
純
一

　
前
回
掲
載
（
５
月
号
）
写
真
の

説
明
が
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
に
よ
り
抜

か
っ
て
お
り
ま
し
た
。
５
月
号
掲

載
本
文
中
、
上
の
写
真
が
黒
森
神

社
、
下
の
写
真
手
前
が
九
里
塚

石
、
奧
が
手
洗
石
。
お
詫
び
し
て

追
加
訂
正
い
た
し
ま
す
。

店
屋
跡
・
二

　
分
岐
を
二
十
分
程
行
く
と
黒
森

山
西
面
の
街
道
筋
で
唯
一
水
量
の

あ
る
谷
が
出
迎
え
て
く
れ
る
。
コ

ト
コ
谷
で
あ
る
。
現
在
で
も
こ
の

谷
か
ら
パ
イ
プ
に
よ
り
ト
マ
ト
団

地
ま
で
水
を
引
い
て
い
る
。

　
こ
の
谷
へ
と
続
く
林
道
の
右
カ

ー
ブ
手
前
、
林
道
の
上
に
四
十
メ

ー
ト
ル
程
旧
街
道
の
一
部
が
残
っ

て
い
る
が
す
ぐ
に
林
道
と
一
緒
に

な
り
、
コ
ト
コ
谷
近
く
で
は
消
滅

し
て
い
る
。

　
近
年
ま
で
こ
の
谷
を
渡
る
と
店

屋
が
あ
り
、
前
述
の
脱
藩
志
士
も

こ
の
店
屋
で
世
話
に
な
っ
て
い

る
。
店
屋
跡
は
僅
か
に
平
地
や
石

積
み
も
確
認
で
き
る
が
、
谷
を
含

め
か
な
り
崩
落
し
街
道
も
消
滅
し

て
変
化
が
激
し
く
昔
の
面
影
は
ま

っ
た
く
な
い
。
崩
落
の
原
因
は
昭

和
五
十
（
一
九
七
五
）
年
の
台
風

災
害
で
、
か
な
り
痛
め
つ
け
ら
れ

た
と
い
う
。

　
店
屋
跡
か
ら
西
の
尾
根
先
ま
で

上
が
る
と
街
道
が
雑
草
に
埋
も
れ

て
残
っ
て
い
る
。
場
所
的
に
は
現

在
の
林
道
か
ら
上
に
約
三
十
メ
ー

ト
ル
辺
り
で
、
林
道
か
ら
見
て
杉

林
と
雑
草
と
の
境
で
あ
る
。

　
こ
の
旧
街
道
を
店
屋
跡
・
二
か

ら
十
分
程
行
く
と
空
谷
に
出
合

う
。
さ
ら
に
四
分
程
行
く
と
上
り

坂
道
の
途
中
、
右
斜
面
に
一
枚
岩

の
岩
屋
が
見
え
て
く
る
。

　
こ
こ
に
数
多
の
人
々
の
目
に
触

れ
た
『
岩
屋
の
地
蔵
』
が
今
は
出

会
う
人
も
な
く
ひ
っ
そ
り
と
立
っ

て
い
る
。

　
こ
の
石
像
も
道
行
く
人
々
の
安

全
を
祈
っ
て
建
て
ら
れ
た
お
地
蔵

さ
ん
で
天
明
六
（
一
七
八
六
）
年

午
年
二
月
四
日
の
銘
が
あ
る
。

　
左
手
奥
に
は
旅
人
が
一
人
入
っ

て
雨
露
を
凌
げ
る
程
度
の
空
間
が

あ
り
、
利
用
し
た
旅
人
も
あ
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
場
所
は
上
部
か
ら
の
転
石

に
よ
っ
て
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る
。

　
お
地
蔵
さ
ん
に
別
れ
を
告
げ
、

十
分
程
行
く
と
車
道
と
合
流
す

る
。
こ
の
辺
り
は
雑
木
が
残
っ
て

お
り
二
分
程
行
く
と
に
わ
か
に
視

界
が
開
け
明
る
く
な
っ
て
く
る
。

灯
明
台
が
見
え
て
き
た
。

　
や
っ
と
鈴
ヶ
峠
（
八
三
〇
メ
ー

ト
ル
）
に
着
く
（
薬
師
堂
か
ら
二

時
間
二
十
分
）
。 

　
鈴
ヶ
峠
の
手
前
が
分
岐
に
な
っ

て
い
て
上
か
ら
の
林
道
と
合
流
す

る
、
上
は
黒
森
山
頂
へ
と
続
く
林

道
で
あ
る
。

　
鈴
ヶ
峠
周
辺
は
空
間
が
あ
り
、

明
る
く
広
が
っ
て
い
る
が
、
特
に

北
方
の
眺
望
が
良
く
な
い
の
が
誠

に
残
念
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
シ
デ

の
木
の
枝
間
か
ら
石
鎚
山
系
の
筒

上
山
や
手
箱
山
が
望
ま
れ
る
。

鈴
ヶ
峠
の
灯
明
台

　
こ
の
鈴
ヶ
峠
に
あ
る
灯
明
台
は

日
燈
・
月
燈
の
一
対
に
な
っ
て
い

て
石
質
は
共
に
砂
岩
で
あ
る
。
右

の
灯
明
台
は
明
治
七
（
一
八
七

四
）
年
で
、
左
の
灯
明
台
が
私
年

号
の
天
晴
で
あ
る
。
天
晴
元
年
は

慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
に
あ
た

る
。
つ
ま
り
明
治
の
灯
明
台
（
日

燈
）
は
天
晴
元
年
灯
明
台
の
七
年

後
に
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
分
か

る
。
こ
の
時
、
狩
山
村
の
竹
松
等

が
世
話
人
頭
と
し
て
寄
付
を
募
り

建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
両
燈
の
台

座
に
寄
付
者
名
が
彫
ら
れ
て
い

る
。

　
灯
明
台
の
台
座
が
少
し
傾
き
か

け
て
お
り
、
周
辺
の
雑
草
を
除
去

し
て
清
掃
を
す
る
。
そ
の
他
の
灯

明
台
部
品
で
最
上
部
の
宝
珠
と
火

袋
は
破
損
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
後

世
の
物
に
替
え
ら
れ
て
い
る
が
、

右
の
灯
明
台
の
宝
珠
は
な
く
な
っ

て
い
る
。

　
こ
の
灯
明
台
の
性
格
は
、
石
鎚

山
の
遙
拝
所
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
社
は
設
け
ず

に
灯
明
台
を
建
て
て
石
鎚
山
を
望

み
な
が
ら
人
々
の
信
仰
に
充
て
て

報
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
右
の
灯
明
台
の
銘
は

　
右
側
面
　
明
治
七
戌
年

　
正
　
面
　
奉
　
進

　
左
側
面
　
三
月
十
八
日

　
左
の
灯
明
台
の
銘

　　
右
側
面
天
晴
元
夘
九
月
十
八
日

　
正
　
面
　
奉
　
進

　
左
側
面
　
月
燈

　
こ
ち
ら
の
灯
明
台
の
宝
珠
は
、

以
前
落
下
し
て
い
た
の
を
私
が
元

の
位
置
に
据
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
因
み
に
天
晴
あ
る
い
は
天
政
私

年
号
は
こ
の
鈴
ヶ
峠
灯
明
台
の
他

に
東
は
安
田
町
は
じ
め
安
芸
市
、

旧
赤
岡
町
、
旧
土
佐
山
田
町
、
旧

春
野
町
ま
で
県
内
数
カ
所
に
灯
明

台
、
狛
犬
、
手
洗
石
、
絵
馬
あ
る

い
は
文
書
等
に
散
見
で
き
る
と
い

う
（
図
説
高
知
県
の
歴
史
）
。

　
　
　
　
　
　
（
続
く
）

ふ
る
さ
と
の
道

越
知
史
談
会
No.10

す
ず 

が 

と
う

て
ん
せ
い

岩屋のお地蔵さん

（上）鈴ヶ峠灯明台、左・天晴私年号

（左）月燈（天晴私年号）
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『
虹
色
の
里
横
畠
』
で
は
、
今

年
も
恒
例
の
『
い
も
煮
会
』
を
行

い
ま
す
。
爽
や
か
な
秋
空
の
も

と
、
の
ど
か
な
景
色
の
中
で
秋
の

一
日
を
ゆ
っ
く
り
の
ん
び
り
し
ま

せ
ん
か
。

　
旬
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
や
里

山
の
恵
み
を
使
っ
た
田
舎
体
験
、

散
策
な
ど
な
ど
…
毎
年
来
て
く
れ

る
方
も
初
め
て
の
方
も
、
楽
し
い

こ
と
盛
り
だ
く
さ
ん
で
待
っ
て
ま

す
♪

【
日
時
】

10
月
24
日
（
日
）
雨
天
決
行

午
前
９
時
45
分
開
始

（
受
付
は
９
時
〜
）

午
後
３
時
解
散
予
定

【
場
所
】

越
知
町
横
畠
・
薬
師
堂

（
横
畠
小
学
校
運
動
場
）

【
参
加
費
】

大
人
（
高
校
生
以
上
）

　
　
　
　
　
　
３
，
０
０
０
円

大
人
（
80
歳
以
上
）

　
　
　
　
　
　
２
，
０
０
０
円

小
・
中
学
生
　
１
，
０
０
０
円

小
学
生
未
満
　
無
料

【
締
切
日
】
10
月
18
日
（
月
）

【
募
集
人
員
】

先
着
100
人

【
申
込
方
法
】

お
名
前
、
ご
住
所
、
電
話
番
号
、

希
望
す
る
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
企
画

課
ま
で
電
話
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
等

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
準
備
の
都
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

【
青
空
の
調
理
体
験
】

　
竹
筒
で
炊
く
む
か
ご
ご
飯
、
田

楽
・
焼
き
芋
・
ア
メ
ゴ
の
塩
焼
き

な
ど

※

参
加
者
で
手
分
け
し
て
調
理
し

ま
す
。

【
地
場
産
品
の
直
売
】

　
地
元
で
採
れ
た
野
菜
や
手
作
り

の
お
菓
子
な
ど

【
の
ん
び
り
田
舎
体
験
メ
ニ
ュ
ー
】

○
苔
玉
づ
く
り

　
定
員
30
人
　
300
円
/
個

 

○
紙
鉄
砲
づ
く
り

　
定
員
20
人
　
100
円

○
こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り

　
定
員
20
人
　
700
円

○
里
芋
収
穫
体
験

　
定
員
10
人
　
500
円

※
収
穫
し
た
里
芋
（
約
１
㎏
）
は

お
持
ち
帰
り

○
大
山
祇
神
社
（
町
文
化
財
）
な

ど
地
域
散
策
（
無
料
）

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
課

　
T
E
L
２
６

－

１
１
６
４

　
F
A
X
２
６

－

１
１
６
８

◀みんなの広場▶

第
8
回
虹
色
の
里
横
畠

い
も
煮
会

参
加
者
募
集
！
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宮
の
前
公
園
コ
ー
ス

【
日
時
】

10
月
11
日
（
月
・
祝
）

午
前
９
時
30
分

お
ち
駅
前
集
合

午
前
９
時
40
分

お
ち
駅
前
出
発

午
後
４
時

帰
着
予
定

【
経
路
】

越
知
―
宮
の
前
公
園
―
越
知

【
実
施
要
領
】

・
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
探
勝
と
し
て

実
施
す
る

・
昼
食
は
各
自
用
意
す
る
こ
と

・
そ
の
他
は
従
来
ど
お
り

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
矢
野

　
T
E
L
２
６

－

０
４
５
８

歩
こ
う
会

横
畠
地
区
民
運
動
会

◀みんなの広場▶

越
知
史
談
会
か
ら

の
お
知
ら
せ

　
越
知
町
内
外
で
活
躍
さ
れ
、
町

民
の
誇
り
と
す
る
素
晴
ら
し
い
足

跡
を
残
さ
れ
た
先
人
た
ち
を
越
知

史
談
会
が
『
ふ
る
さ
と
越
知
の
先

人
た
ち
』
と
い
う
一
冊
の
本
に
ま

と
め
ま
し
た
。

　
ご
入
用
の
方
は
越
知
町
2
区
山

地
亮
孝
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

０
３
０
６
（
頒
価

1
，
0
0
0
円
）

　
各
競
技
ご
と
に
景
品
が
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

お
弁
当
を
持
っ
て
く
れ
ば
１
日
楽

し
め
ま
す
。

【
日
時
】

10
月
10
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

【
場
所
】

横
畠
小
学
校
運
動
場

※
雨
天
の
場
合
、
体
育
館

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
下
八
川
商
店

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

０
７
０
３

　
い
じ
め
、
不
登
校
、
児
童
虐
待

な
ど
の
相
談
は
、
子
ど
も
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
中
心
と
な
っ
て
支

援
し
ま
す
。

【
相
談
窓
口
】

・
子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
こ

す
も
す
（
教
育
委
員
会
）
　
　

昼
間
T
E
L
２
６

－

３
４
０
０

・
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
び
ゃ

く
れ
ん
（
佐
川
町
）

　
夜
間
T
E
L
２
０

－

０
２
０
３

そ
の
他
関
係
機
関

・
中
央
児
童
相
談
所
　
　
　
　
　

　
T
E
L
０
８
８

－

８
６
６

－

６
７
９
１

・
高
知
県
教
育
セ
ン
タ
ー
　
　
　

　
T
E
L
０
８
８

－

８
６
６

－

３
８
９
０

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
　
　

　
T
E
L
０
１
２
０

－

０
０
７

－

１
１
０

・
高
知
県
心
の
教
育
セ
ン
タ
ー
　

　
T
E
L
０
８
８

－

８
３
３

－

２
９
２
２

子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

こ
す
も
す
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お
く
や
み

町
民
の
動
き

8
月
届
け
出
分

人口

男

女

世帯数

出生

死亡

転入

転出

5

6

9

6

6,635

3,100

3,535

3,040

（＋2）

（＋4）

（△2）

（＋5）

【
開
館
日
時
】

火
曜
〜
日
曜

午
前
11
時
〜
午
後
７
時

（
休
館
日
　
月
曜
・
年
末
年
始
）

お
す
す
め
図
書
の
紹
介

お
と
な
の
本

「
バ
イ
バ
イ
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ド
」

伊
坂
　
幸
太
郎
　
著

　「
理
不
尽
な
お
別
れ
は
や
り
切

れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
無
理
や
り

笑
っ
て
、
バ
イ
バ
イ
と
言
う
よ
う

な
、
そ
う
い
う
お
話
を
書
い
て
み

ま
し
た
」

「
ト
イ
レ
の
神
様
」

植
村
　
花
菜
　
著

　
最
愛
の
家
族
へ
の
思
い
を
綴
っ

た
い
ち
ば
ん
泣
け
る
歌
　
感
動
の

誕
生
秘
話
（
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
　
ホ

ン
マ
に
あ
り
が
と
う
）。

「
も
し
高
校
野
球
の
女
子
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
が
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
読
ん
だ
ら
」

岩
崎
　
夏
海
　
著

　
新
人
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
野
球
部

の
仲
間
た
ち
が
ド
ラ
ッ
カ
ー
を
読

ん
で
甲
子
園
を
目
指
す
青
春
小

説
！

子
ど
も
の
本

「
と
り
に
な
っ
た
き
ょ
う

り
ゅ
う
の
は
な
し
」

大
島
　
英
太
郎
　
作

　
絶
滅
し
た
と
思
わ
れ
て
い
る
恐

竜
、
じ
つ
は
姿
を
変
え
て
あ
な
た

の
そ
ば
で
生
き
て
い
ま
す
。
そ
れ

本
の
森

図
書
館
だ
よ
り

（9月1日現在）

は
…
鳥
な
の
で
す
。
恐
竜
と
鳥
の

関
係
が
、
魅
力
的
な
絵
と
文
で
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
展
開
し
ま
す
。

「
海
か
ら
き
た
カ
サ
ゴ
ン
」

い
と
う
　
じ
ゅ
ん
い
ち
　
作

　
海
辺
の
村
に
住
む
い
そ
き
ち
は

釣
り
の
名
人
。
い
そ
き
ち
が
釣
り

あ
げ
た
の
は
、
海
の
怪
物
カ
サ
ゴ

ン
だ
っ
た
！
　
カ
サ
ゴ
ン
が
あ
ば

れ
だ
し
、
困
っ
た
い
そ
き
ち
の
前

に
現
わ
れ
た
の
は
…
？
友
情
の
大

切
さ
を
描
く
迫
力
満
点
の
パ
ワ
フ

ル
な
絵
本
。

「
歯
が
ぬ
け
た
」

中
川
　
ひ
ろ
た
か
　
作

　
歯
が
抜
け
た
喜
び
や
、
歯
に
ま

つ
わ
る
お
も
し
ろ
い
お
話
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
絵
本
。

歯
が
生
え
変
わ
る
年
齢
の
子
ど
も

に
ピ
ッ
タ
リ
の
一
冊
。

「
つ
み
き
の
い
え
」

平
田
　
研
也
　
作

　
水
が
増
え
続
け
る
土
地
で
つ
み

き
の
よ
う
に
家
を
つ
み
上
げ
、
た

っ
た
一
人
で
暮
ら
す
お
じ
い
さ

ん
、
あ
る
日
　
落
と
し
物
を
さ
が

す
た
め
に
海
に
も
ぐ
っ
て
階
下
に

降
り
た
お
じ
い
さ
ん
が
見
た
も
の

は
…
？

新
着
図
書

（
え
ほ
ん
）

＊
お
じ
さ
ん
の
か
さ

　
　
　
　
　
　
佐
野
　
洋
子
　
作

＊
ち
い
さ
な
タ
グ
ボ
ー
ト
ポ
ッ
ポ

セ
バ
ス
チ
ャ
ン
ブ
ラ
ウ
ン
　
作

（
一
般
）

＊
肩
こ
り
首
痛
は
99
%
完
治
す
る

酒
井
　
慎
太
郎
　
著

　
10
月
27
日
〜
11
月
９
日
は
読
書

週
間
で
す
。
図
書
館
で
読
み
た
い

本
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

３
４
０
０

※住民課に死亡届のあった方を掲載しています。

住
　
所

氏
　
　
　
名

井
上
　
　
蕾

岡
　
　
初
亀

片
岡
　
千
惠

片
岡
小
富
喜

藤
原
　
和
夫

井
上
　
義
盛

８
区

10
区

12
区

小
日
浦

柚
ノ
木

柚
ノ
木
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送
り
火
の
炎
に
浮
か
ぶ
遠
き
日
よ
家
族
六
人
縁
台
の
夕
餉

益
　
　
法
子

あ
れ
し
き
に
声
荒
げ
し
を
ま
た
悔
や
む
年
経
る
ご
と
に
依
怙
地
な
る
わ
れ

吉
良
　
　
武

息
子
逝
き
て
育
児
に
仕
事
に
一
途
な
る
嫁
の
背
中
の
今
た
く
ま
し
き

玉
井
喜
代
子

と
ど
ろ
き
の
止
み
て
静
か
に
灯
の
点
る
町
に
戻
り
ぬ
花
火
の
果
て
て

結
城
多
良
子

庭
陰
の
小
さ
き
く
れ
な
ゐ
か
の
峰
の
霧
に
震
え
て
ゐ
し
風
露
草廣

見
　
正
子

山
腹
を
ま
だ
ら
に
差
し
し
陽
光
が
谷
わ
た
り
来
て
わ
が
窓
に
差
す

宮
橋
　
敏
機

マ
ム
シ
な
れ
ば
殺
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
短
歌
に
あ
り
法
の
裁
き
に
委
ね
れ
ば
よ
し

井
上
善
三
郎

◎
鑑
賞
歌

喜
び
に
振
る
尾
も
た
ね
ば
く
る
く
る
と
パ
ラ
ソ
ル
回
し
坂
の
ぼ
り
ゆ
く

栗
木
　
京
子

秋
の
雲
「
ふ
わ
」
と
数
え
る
こ
と
に
す
る 

一
ふ
わ
二
ふ
わ
三
ふ
わ
の
雲

吉
川
　
宏
志

　
短
歌
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
ど
う
ぞ
役
場
前
の
「
本
の
森
図
書
館
」
へ

遊
び
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

越
知
短
歌
会
世
話
役
・
宮
橋

第
七
十
五
回
越
知
短
歌
会

う  

た

げ
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南
海
地
震
な
ど
の
災
害
に
備
え

て
、
ま
た
、
傷
病
者
の
緊
急
搬
送

に
24
時
間
対
応
す
る
た
め
に
、
昨

年
か
ら
建
設
を
進
め
て
き
た
夜
間

照
明
付
き
の
「
越
知
ヘ
リ
ポ
ー

ト
」
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し

た
。

 
８
月
26
日
に
、
町
や
県
職
員
、
消

防
団
・
警
察
署
な
ど
の
消
防
関
係

者
約
70
人
が
出
席
し
、
竣
工
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
席
で
、

尾
﨑
知
事
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、

本
町
の
よ
う
な
中
山
間
地
域
に
お

け
る
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
重
要
性
を
再

確
認
し
ま
し
た
。

　
９
月
12
日
に
、
鎌
井
田
・
浅

尾
地
区
で
、
起
震
車
に
よ
る
地

震
の
揺
れ
体
験
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
鎌
井
田
自
主

防
災
組
織
が
主
催
と
な
り
、
災

害
時
に
は
相
互
協
力
が
不
可
欠

と
な
る
浅
尾
集
落
に
も
参
加
を

呼
び
か
け
た
も
の
で
、
地
元
の

消
防
団
員
（
明
治
第
２
分
団
）

も
訓
練
に
協
力
し
、
親
子
連
れ

な
ど
約
70
人
が
集
ま
り
、
楽
し

み
な
が
ら
地
震
へ
の
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

　
９
月
19
日
に
は
、
野
老
山
地

区
の
６
つ
の
自
主
防
災
組
織
と

消
防
団
員
（
野
老
山
分
団
）
が
、

合
同
で
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

 

午
前
８
時
の
訓
練
開
始
の
サ

イ
レ
ン
を
合
図
に
、
隣
の
家
々

の
安
否
を
確
認
し
、
無
事
が
確

認
さ
れ
た
後
に
、
協
力
し
合
い

な
が
ら
、
指
定
さ
れ
た
避
難
場

所
ま
で
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

―
防
災
訓
練
行
わ
れ
る
―

鎌
井
田
・
浅
尾
で
は
起
震
車
体
験
、

野
老
山
で
は
安
否
確
認
と
避
難
訓
練
が
！

―
あ
ら
ゆ
る
事
態
に
備
え
て
―

越
知
ヘ
リ
ポ
ー
ト
完
成
！

　
桐
見
川
五
味
白
石
の
作
業
道
か

ら
、
山
に
向
い
て
５
分
ほ
ど
歩
い

た
と
こ
ろ
に
「
鬼
石
垣
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。

　
今
に
も
崩
れ
落
ち
そ
う
な
大
小

の
石
が
急
斜
面
に
張
り
付
き
、
と

て
も
不
思
議
な
光
景
で
す
。

　
人
間
が
積
め
る
も
の
で
は
な
く
、

鬼
が
積
い
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、

「
鬼
石
垣
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
言
わ
れ
か
ら
か
、
こ
の
土
地

の
字
名
も
「
鬼
石
垣
」
で
す
。

鬼
が
積
い
た
と

言
わ
れ
る
石
垣

鎌井田・浅尾地区

鎌井田・浅尾地区

野老山地区



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Right
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /ClipComplexRegions false
        /ConvertStrokesToOutlines true
        /ConvertTextToOutlines false
        /GradientResolution 150
        /LineArtTextResolution 300
        /PresetName <FFFE5B004E4FE389CF50A65E5D00>
        /PresetSelector /LowResolution
        /RasterVectorBalance 0.750000
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


